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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
2012/8　就職支援ディスカションでのまとめ

各専門学校での就職支援の今までの経緯、現状と課題
うまくいったこと、うまくいかなかったこと
現状
-学生の就職に対する意識/モチベーションが低い
-ビジネスマナー面でも問題がある
-資格をとらずに就職活動に入っていく

2) 各専門学校/大学での取り組み
-クラス担任制度をとっている。（出席指導、自宅訪問)
-キャリアデザイン、キャリア支援の授業を開講している。
　（単位がないとなかなか集まらない)
-保護者会を行い、3者面談を行う。
-キャリア支援センターなどで就職情報を集めている(数名)

3) うまくいっていること
-就職活動中、全く学校に来ない学生よりも、週に一度でも
　登校して担任やゼミの教官に相談したり、同級生と情報共有している学生の方が内定が早く決まっている
 (内定がでない学生は学校に来ない学生達で集まっている）

-工学系でSpecialistの学生は就職に非常に有利な状況にある

4) Facebook/mixiの活用
企業の中途採用ではうまくいっているようであるが
学生の就職ではまだまだ発展途上段階。

5) 企業やOG/OBとの連携について
-卒業した学生が就職した企業からどのように評価されて
いるか、アンケートを行いフィードバックを受ける。
（学校で学生に何を指導するべきか明確になる）

-長いレンジでのキャリアパスに沿った就職指導が必要
　（企業の現場でのミスマッチが発生している）

-OB/OGが学校に戻ってきて現役の学生を指導する事が
　効果を発揮している。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
関西 IT系学校では、第５位
大阪府内では、第３位
大阪の南に位置している。近鉄が阪神と直結している。
大阪の南の学生の獲得が多い。
昨年比10% Growth,  ゲーム
山口は、１年生と2年生のクラス担任を行っている。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
Cisco 1700,1800, 1941   Catalyst 2960を配置
教員は、現在　３名にて対応
Cisco授業専用のLANジャックを準備して、学内LANとは切りはなしした環境
来年度は機材を更新予定
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
学科、コースにもよるが、CCNA関連は、２年後半もしくは、
３年次から始めている。

ICT教育推進協議会の紹介もあり、2012年度は　2年生　ネットワークセキュリティ学科の角川ひかる君にInterop構築支援メンバーとして
参加してもらった。


Osaka Information and

Computer Science College

E1 -V >AFIVAEE

@i Fin L
e OYURRaE,

- ey
gy Ed0 :{:
2inm e rk

TIF—I)b. FrUTPTHA2ORELCTELI -V RFILEBEZITD,

BEANRERV S —ZRES 3NS5, BNSUSZBEN(CRIEBETETDINZMETTH,
BAND—O00I—TT—0, FR, BENROLOREZITDS.
A=31Z5 -3 XAF)L0, TLEAF)ILomR EEEN E18D,
BRDBERZXE(CEL. ABICTHEEKT D, HECTERXDEVWDSEERNFTLLODTEHD.
FENBMEN (CIRECSMNT D ENMBELRD.



I Osaka Information and
Computer Science College

352 4A7 Hg 4B -

SREVEOHZE

14 IT/VZR— b (IPA Levell :\EE)/ HABIRNIBFL iir& (Level2)
SEJOUVSIJNETE IR (78) . 2#( 28)

2F EXNEHRUIERAME (Level2)/IHAIBHRIER 1TE (Level3)
SHEIOVSITERENDRE 28( 78)

3F,4F EXRIGEGRWIBREME (Level2)/ICHIERVIBR & (Level3)
Cisco CCNA/CCNP
IPA Leveld&tg (1Biktz31 175 SChit)
Oracle 7 —ANXR—XANiti&EER Bronze/Silver
Microsoft MCP

LPIC Linuxt&E:ER


プレゼンター
プレゼンテーションのノート
１、２年度は、国家試験の対策がMainとなる。
具体的な獲得目標をあげて取り組んでいる。
基本情報処理技術者試験がMainのターゲットとなっている。

毎年、６月、７月は、基本情報処理技術者試験のIPA午前免除試験を開催
60%以上取得した学生は、10月に開催される基本情報処理技術者試験の
午前問題が免除される。（午後から受ける）

２年前までは、CIWを行っていたが、修了しても基本情報の午前免除の資格を得られないために廃止となった。
CompTIAは採用していない。

基本情報処理技術者試験は CASLをMainに指導を行っている。
（他の専門学校でも同様？？）


Fv U7 BEROBMN &5

20114 (CRERERZ O T, Fv U 7 IRRZ NI
(2008FMDY =N > >3 v IURORERIE T (CEHRR)

1. ZERFENSFEDOHIEEIAFILOER * [ L&

XDRDREEFTEL TN, FrUT7TH A REZRE.

2. BESAFLERD, FrUFPZERZEDOE &,
FENDEREEFRMZE. £EDT. MEleEsiR.
ANEZEZ1TD TLD,

3. FEOMIBAEZERIIRT DeHIC, FELDUL—>3

27z b UFE

= (CXF U GELE (CEFEENTZIT D,



プレゼンター
プレゼンテーションのノート
昨年度の内定率　（大学生）は、　８０．５％　（就職希望者）　　６１．６％（全卒業、進学者も含み　就職した数）
２０１２年度４月卒業時より、今年は、回復基調にある。

ディスコ社の、７月１日時点でのモニター　内定率（大学４年生、修士含む）は、７０．８％

一方で就職活動の失敗を苦に１０～２０代の若者が自殺するケースが目立っていることが８日、政府が公表した２４年版「自殺対策白書」で明らかになった。

　白書によると、２３年の大学生などの自殺は、前年比１０１人増の１０２９人で、調査を開始した昭和５３年以来初めて千人を突破した。内閣府は「雇用情勢の悪化」を一因に挙げている。警察庁の統計では、「就職失敗」による１０～２０代の自殺者数は平成１９年の６０人から２３年は１５０人にまで増加している。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
キャリアブートキャンプ
翌年度就職活動を行う学生向けに開催（２００名＋参加）
合宿形式で行い、面接指導、あいさつ、履歴書指導、OB/OGからのアドバイスを含めて徹底的に行う。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
2011年度　卒業生　那須君
ネットワンシステムズに採用　（仮想化ソリューションのサポートエンジニアとして勤務）
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
2011年度　卒業生　那須君
ネットワンシステムズに採用　（仮想化ソリューションのサポートエンジニアとして勤務）
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